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鄭 大均教授退職記念
鄭 大均先生の人と業績
伊 藤
?
鄭大均先生は、東京都立大 ・首都大学東京にあわせて18年間にわた りお勤めになり、
2013年3月末日を以て定年退職 される。東京都立大に助教授 として着任 されたのは
1995年のことで、中国語中国文学教室(以 下中文教室と略す)に 所属 し朝鮮語教育
を担当された。さらに、都立大か ら首都大東京への改組が実施 された2005年以降は、
社会人類学教室(以 下社人教室 と略す)へ の転属を快 く引 き受けてくださり、朝鮮語
とともに、エスニ ック研究を主なテーマ として同教室の学部生 ・大学院生の教育研究
指導にも従事された。ここで付言 してお くと、鄭先生の社人教室転属の背景には、中
文教室と社人教室との八雲時代に遡る交流があった。両教室は、教授会では長年同じ
テーブルに着席することか ら言葉を交わす機会 も多 く、いわゆる 「ノミニケーション」
も盛んであった。そうした交流の経緯が、所属変更 という、やや もすれば感情の交錯
を生み出しかねない問題を円滑化させるに与ったことはまちがいない。
鄭先生の在職中のご活躍は、学内学外を問わず誰 しもが知るところである。 とりわ
け、在日韓国 ・朝鮮人に関わる諸問題、 日韓関係を語る上で鄭先生は、明晰な文章で
綴られる数々の著作活動を通 して、学術界のみならず、マスメディア ・論壇において
も欠 くべからず存在である。学外において、東京都人権啓発センター評議員、グロー
バル ・フォーラム有識者メンバー、国家基本問題研究所客員研究員 としてご活躍され
ていることはその一端を示すものである。一方、学内では3度の連絡教授のほか一般
教育委員、学生委員会委員、小論文作成委員会委員、教育実習委員会委員、大学院入
試実施委員など各種委員を歴任された。とくに人文社会系教員にとって記憶に新 しい
のは、鄭先生のこ発案にもとづ き、履修要領や授業科 目一覧における「外国語教育」、「外
国語科 目」という用語使用がそれぞれ 「言語教育」、「言語科 目」に改め られたことで
ある。今や 「国文学」といわず 「日本文学」と呼ぶのが標準となっているように、自
国語 とそれ以外の諸言語(外 国語)を ウチかソトかという自文化中心的な線引 きによ
り区分するのではな く、それぞれを等価 に扱うべきであるとするご見識は、教員一同
をして頷首させたものである。
鄭先生はこれまでに12冊の著書(単 著)と79本の論文という彪大な著作を発表さ
れている。 とくに1996年に大平正芳記念賞を受賞 された 『韓国のイメージー 戦後
日本人の隣国観』(その後2010年に増補版、中央公論社)は 、鄭先生の論壇での地位
を決定づけた業績である。鄭先生の主なテーマは、ご自身の出自に関わる 「在 日韓国・
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朝鮮人」論であるが、問題を捉える構図には、1対1の 関係で事象 を眺めるのではな
く、鄭先生が 「三角測量」(『韓国のナショナリズム』p.8)と呼ぶところの、 日本一
アメリカー韓国からの視点が重ね合わされている。ご自身の出自と思想形成について
は自伝的な作品 『在 日の耐えられない軽さ』(2006)に詳しい。以下、来歴に沿いつつ、
鄭先生の問題設定について簡単に紹介 しよう。
鄭先生は、1948年、岩手県和賀郡のお生まれである。御父君は朝鮮出身の小説家
であり、在 日朝鮮人を代表する存在であった。戦時中にご母堂の故郷に疎開したこと
がきっかけで、少年時代、高校時代 を岩手県で過ごされることになる。同書には御父
君の猜介な性格は家族の社会的孤立化 を招 き、少年時代 には大変な生活を強いられた
ことが述べ られている。1969年に立教大学文学部に入学、 さらに同学部卒業 と同時
に法学部に学士入学 している。この時期は日本各地の大学で学園紛争がふきあれるさ
なかであったが、鄭先生 ご自身は祖国統一を推進する民族組織の活動にいったんは加
わったが、後には 「在 日」に対する考え方の相違から離れていったという。
「わたしがエスニ ックな問題に関心を寄せ始めた60年代末から70年代の経験で
いえば、民族組織 も在 日論 も在 日に関心 を寄せてはいなかった、この時代 に存在し
たどのような在 日論を読んでも、そこには在 日二世たちが必要としているものに応
えようとする言説がないのである。」(前掲書、pp.89-90)
鄭先生はその当時のご自分を振 り返ってご自分 を 「アイデンティティの求道者」で
あったと述べ られる。 しかし、その当時多 くの在 日青年たちが加わっていた民族組織
は、南北に分裂した朝鮮半島の政治状況に関わる問題設定の枠組み内においてしか「在
日」 を見ようとしない。「在 日」を日本 ・韓国 ・朝鮮 という政治的文脈に染められた
存在 としてのみ捉えることからの脱却が、鄭先生の 「エスニック・アイデンティティ」
というより普遍的なテーマ選択に結びついていったのである。
「この国では、北米や南米に移住 した 日本人は移民と呼ばれても、朝鮮半島から
日本列島にやってきたコリアン1世が移民 と呼ばれることはほとんどない。在 日の
来歴については、今 日でもその固有性が強調 される傾向があるが、そうすることに
よって在 日は自分の体験を世界のより普遍的な体験から切 り離 してしまっているの
である。」(前掲書、pp.39-40)
しかし、こうした思想的格闘の過程で、鄭先生は、ご自分のテーマを発見 してい
く。鄭先生は、大学時代に 「アイデンティティ」 という概念に出会い、「エスニック・
アイデンティティの問題 を自分の研究テーマにしたいと考えるようになった」(p95)
と述べている。
鄭先生のこの新たなる選択は、次なるアメリカへの旅たちと、それに続 く留学へ と
向かわせる。前掲書に描き出される鄭青年の行動力は決断 とスピー ド感に溢れ、実に
爽快でもある。アメリカでの生活において、非常に多 くの研究者 との出会いと交流が
あ り、それらを通じて、ご自分の生 きる世界 をぐんぐんと拡大させてい く。たとえば、
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鄭先生の著作に頻出する 「眺め」(view)という語の用法は、ハロル ド・アイッザク(マ
サチューセッッ工科大学国際関係論教授)と の交流を通じてえたという。そして次な
る留学先のUCLAで指導教官 となる文化人類学者我妻洋氏を鄭先生 に結びつけたの
もこのアイザック教授であった。鄭先生は1978年UCLAアジア系アメリカ人研究科
修士課程での学位取得後、いったんは日本に帰国するが、まもなく韓国へ と渡る。韓
国滞在は4年 の予定が14年の長 きに及び、韓国南部の慶南大学校、東亜大学校、啓
明大学校で 日本語教育 について教鞭をとられている。そしてこの長期のフィール ド
ワークともいえる生活体験が鄭先生のもつ韓国像を鍛え直していくことになる。鄭先
生は、1980年代 には 「在 日論」の執筆にとりかかってお られたといわれるが、それ
らが著書 としてまとめられるのは、 とりわけ1995年に東京都立大学に赴任 されて以
降のことである。とくに、都立大中文教室に属した10年間に7冊 というハイペース
でご著書を世に問われたことは、私たちに鮮烈な印象を残 している。
以上、主に 『在 日の耐えられない軽さ』に依拠 しなが ら、先生の略歴を紹介 した。
ここでは、研究テーマの選択がいかにご自身の思想的格闘とむすびついているかにつ
いてその一端 を示 したつもりであるが、もとより、鄭先生はどの著作においても非常
に明解な言葉でご自分について語ってお り、この拙文が先生の彪大な業績に対する見
方を倭小化 していないことを祈 る。
最後に、ある授業中でのエピソー ドを紹介 したい。鄭先生はあるとき論文指導ゼ ミ
の席上、院生たちに向かってこう発言された。
「キ ミたちは何 に対 して怒 りがあるか。私は怒 りを糧 としていつも論文を書いてきた
んだよ。」 鄭先生がここで言われる怒 りとは、感情的な怒 りというよりも、激しくも
静かな怒 りである。その怒 りは批判力のエネルギーであ り、とりわけ、まやかしと思
われる言説に向けられる。その矛先は、北朝鮮の抑圧的な体制を 「楽園」として美化
し、あるいは支持 した 「進歩的知識人」に対 して、あるいは、強制連行や被害者であ
ることを強調する在 日像に対 して向けられる。 こうした歯に衣を着せぬ批判は、とき
に大 きな反響 と抵抗 とを呼び起こしたと察するが、先生はそれにひるむことは微塵た
りともない。最後に、曖昧模糊 とした言説を許 さない鄭先生の鋭い筆法が、退職後に
おいて もつねにご健在であることを祈 りつつ、ペ ンを置 きます。
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鄭大均略歴
1948年4月8日岩手県和賀郡黒沢尻町(現 ・北上市)生
学歴
1967年3月
1969年4月
1973年3月
1973年4月
1976年9月
1977年3月
1978年6月
岩手県立黒沢尻北高等学校卒業
立教大学文学部入学
同卒業
同法学部学士入学
UCLAアジア系アメリカ人研究科修士課程入学
立教大学法学部卒業
UCLAアジア系アメリカ人研究科修士課程修了
職歴
1981年3月
1982年3月
1987年9月
1992年6月
1992年9月
1995年4月
1999年4月
2005年4月
2012年3月
慶南大学校(韓国馬山市)師範大学臼語教育学科専任講師
東亜大学校(韓国釜山市)文科大学日語日文学科専任講師
啓明大学校(韓国大邸市)外国学大学日本学科助教授
UCLAアジア系アメリカ人研究科客員研究員(1993年1月まで)
啓明大学校外国学大学副教授
東京都立大学人文学部助教授
東京都立大学人文学部教授
首都大学東京都市教養学部人文 ・社会系教授
退職予定
その他の活動
非常勤講師:明 治学院大学国際学部、和光大学人間関係学科、北海道大学大学院文学
研究科、筑波大学地域研究科、広島大学教育学部、政策研究大学院大学、富山大学経
済学部、国士舘大学21世紀アジア学部
東京都人権啓発センター評議員、
問題研究所客員研究員
グローバ ル ・フ ォーラム有識者 メ ンバー、国家基 本
業績表
単著
『日韓のパラレリズムー 新 しい眺め合いは可能か』三交社、1992年
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『韓国のイメージ 戦後日本人の隣国観』中央公論社、1995年(96年度大平正芳記
念賞 ・韓国語版あり)
『日本のイメージ 韓国人の隣国観』中央公論社、1998年(韓国語版あり)
『隣国への眺めはもっと自由でいい』株式会社電通コーポレー ト本部、2000年
『在 日韓国人の終焉』文藝春秋社、2001年
『韓国ナショナリズムの不幸』小学館、2002年
『韓国のナショナリズム』岩波書店、2003年
『在 日 ・強制連行の神話』文藝春秋社、2004年
『在 日の耐えられない軽さ』中央公論社、2006年
『韓国のイメージ 増補版』中央公論社、2010年
『姜尚中を批判する』飛鳥新社、2011年
『韓国の 「反日」は変わる日が くるのか』新人物往来社、2012年(予定)
編著1
『韓国という鏡一 戦後世代の見た隣国』東洋書院、1986年(川村湊 との編著)
『韓国 ・北朝鮮の嘘を見破る』文藝春秋社、2006年(古田博司との編著)
主要論文(総 合雑誌への寄稿 を含 む)
「Pと民族 的 自己回復」 『法学周辺』(立教大 学法学会)第6号 、1977年
「池上町"朝 鮮 人部落"の 社会 関係(上)」 『朝鮮研 究』(日 本朝鮮研究所)第185号 、
1978年
「池上町"朝 鮮人 部落"の 社会 関係(下)」 『朝鮮研 究』(日 本朝鮮研究所)第186号 、
1979年
「自由への逃走 か一 日本生 れ二世の アメ リカ経験」 『朝鮮研究』(日本朝鮮研 究所)、
第189号、1979年(修士論文 の 日本語版)
「在 日朝鮮 人知識 人批判 ノー ト」 『チ ャ ンソリ』(第4号)1980年
「外 国人居住者論(上)」『朝鮮研 究』1979年12月号(ウィ リアム・ウェザ ロール との共著)
「外 国人居住者論(下)」 『朝鮮研 究』1980年8月号
"CommunityLifeinaKoreanGhetto",KOREANSINJAPAN:ETHNICCONFLICT
ANDACCOMODATION(editedbyChangs∞LeeandGeorgeDeVos),University
ofCaliforniaPress,1981(GeorgeDeVosとの共著)
「『「縮 み」志向 の 日本 人』 への方法論 的疑問」 『日本学報』(韓 国 日本 学会)第12輯 、
1984年
「日本へ の 〈誘引〉と 〈反発〉」『海外事情』(拓殖大 学海外事情研 究所)第32巻 第2号 、
1984年2月号
「軍政期南朝鮮 の 「日本文化」」『海外事情』(拓殖大学海外事情研 究所)第33巻 第2号 、
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1985年2月号
「在 日朝鮮 人の同化 か異化 か」 「現代 コ リア』1986年7月号
「父祖 たちの故郷:在 日韓 国人 の韓 国体験」 『海外 事情』(拓殖 大学海外 事情研 究所)
第35巻 第2号 、1987年2月号
「近 景の祖 国」 『思想の科学』1987年9月号
「日本論 と韓 国論 の不幸 な連帯」 『中央公論』1989年5月号
「在 日韓 国 ・朝鮮 人 問題 再考 」 『日本 学誌』(啓 明大 学校 日本 文化研 究所)第11輯 、
1989年
「NOと言 える 日本NOと 言 える韓 国」 『翻訳 の世界』1990年8月号
「在 日の神話 」 『諸君』1990年10月号
「韓 国の反 日が変 わる 日はいつか」 『中央公論』1991年2月号
「韓 国 日本 文化 はなぜ タブー視 され るか」 『諸君』1991年5月号
"CoreanosenJapon:unproblemadenacionalidad"CONCIENCIAETNICAY
MODERNIDAD(editedbyEdnaMariaOrozco),ConsejoNacionalparalaCultura
ylasArtesSanAngel,Mexico,1991
「多様 な異民族 ・異 文化 の展示場 」 『歴史散策』(ソ ウル)、1991年6月号
「交錯 する 日本へ の誘 因 と反発 のなかで」 『月刊 日本語』1991年8月号
「変化す る在 日僑胞社会 」 『日本評論』(ソ ウル ・社 会科 学研 究所)、1991年冬号
「ロス暴動 ・韓 国の報 道」 『現代 コ リア』1992年6月号
「韓 国ナ ショナ リズムの性格 」 『思想』823号、1993年1月号
「在 日韓国 人は どこへ ゆ く一 アイ デ ンテイテ イ と帰属 」 『季 刊 アス テイオ ン』No.
32、1994年春号
「韓 国社会 の反 日構造」 『世界週報』1994年4月5日 号
「〈反 日主義〉 とい う韓国の病」 『宝島』1995年9月号
「韓 国を不幸 にする進歩派 とい う日本 人」 『思想の科学』1995年10月号
「在 日の民族疲労」 『中央公論』1996年9月号
「韓 国の反 日主義 について」栗 原彬編 『現代世界 の差別構 造』 弘文堂1997年
``NationalizationandNaturalization:PracticeandProcessofKoreanIncorporation
ofJapaneseCulture"THEJOURNALOFPACIFICASIA,vol.4,1997
「新 たな 『日韓摩擦』へ の予感」 『論座』1997年8月号
「倭色 の領域一 韓 国 にお ける 日本文化受容 の方法 と過程 」五十嵐 暁郎 編 『変容す る
アジアと 日本』所収、世織書房、1998年2月
「日韓 関係 は 『歴 史政 策』 か ら自由になれ るか」 『大航海』1999年10月号
「自己へ の懐疑 と他者へ の懐疑一 日本語世代 とハ ングル世代」小 島康敬 ・N・W・
ステ ィール編 『鏡の なかの 日本 と韓国』所収、ペ リカ ン社、2000年
「見せ かけの怒 り」 『正論』2000年6月号
鄭 大均教授退職記念 鄭 大均先生の人と業績 7
「韓国人 をやめて 日本国民 になろう」 『正論』2000年8月号
「在 日韓国人 は特権階級か」 『諸君』2001年4月号
「歴史政策か ら現実政策へ」 『諸君』2002年1月号
「変化す る在 日のイ メー ジ」『環』vom2002年秋(後 に『歴 史のなかの「在 日」』藤原書店、
2005年初収)
「拉 致 と強制連行 を同列 に論 じるな」 『中央公 論』2002年12月号
"Japan'sKoreanCommunityinTransition",JapanEcho,April2003
「岩 波首脳 、 『世界 』 は いか に して金 王朝 の 『忠 実 な る使 徒 』 と化 したか」 『諸 君』
2003年1月号
「在 日は祖 国に離別宣言 を1」『中央公論』2003年4月号
「漂流 を続ける 『在 日』 のアイデ ンテ ィテ ィ」 『正論』2003年6月号
「コリア系 日本 人 とい う選択 前編」 『中央公論』2004年6月号
「コリア系 日本 人 とい う選択 中編」 『中央公論』2004年7月号
「コリア系 日本 人 とい う選択 後編」 『中央公論』2004年8月号
「『在 日』 はいか に して 日本 にや って きたか」 『正論』2004年8月号
「在 日一世 は 自己意思で海を渡った」(「学者が斬 る」182回)『エ コノ ミス ト』2004年
9月28日 号
「『キム様』礼 賛か ら 『ヨン様』讃美へ」 『諸君』2004年11月号
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